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活動への参加状況を見るために,ポジショニング セオ リー を用いる。なお,コミュニ













































































たものはそれに相当する  (中略)  (Ш)算数数学の学習指導上において教育的








































































































































x+3y=-1…①     ―x+2y= 6
-)2x+ y=-7…②  十) x+3y=-1











6x+3y=-21…・② ×3   x=-4
-) x+3y=- 1…①    ②式からy=1






-2x-6y= 2…① × (-2)   y=1






十)-6x-3y=21…②×(-3)    ②式からy=1


































































































問題ですね。 0工森, 2012, p.76)
教師Aの発言に対して,教師Bは「平方の和」という用語から,この問題が
a2_卜b2+c2__ab~―bc―ca= : {(a――b)2+(b__c)2_十( ――a)2}≧0   として角御すること
を理解している。さらに,教師 Bは,「ちょつと簡単過ぎるから」と言つて,「実係数

















































































































割 り当てて,行為 (action)ゃ発言 (speech)について述べたものである。
Esmonde(2009)は,グループによる話し合い活動時のポジションとして,エキス
パー ト,ノービス,ファシリテーターの3つを設け,これらのポジションのいずれかを生








もある。そして,ノー ビスでの動きは “K2move" (KはKnowledgeの頭文字で,2
は第2発言者という意味である。)とコー ド化される。最後に,ファシリテーターとは,
いくつかの方法でグループでの話し合い活動に多くのメンバーを参カロさせ,問題解決を










































































































Duration of group work32:30 31:55 34:25
Tilne M■Taylor spent with group9:10 4:20 1:35
Number of knOwledge exchanges26(87%)85(79%)112(83%)
Number of action exchanges4(13%) 23(21%)24(17%)




















Bobby4(15%) 5(19%) 0(0%) 0(0%) 0(0%)
Eileen14(54%)2(8%) 0(0%) 3(75%) 2(6%)
Josh 5(19%) 4(15%) 0(0%) 0(0%) 1(3%)
Julie 3(12%) 6(23%) 0(0%) 1(25%) 0(0%)
GrOup B
Bryce27(32%)10(12%)0(0%) 13(57%)11(10%)
Chad16(19%)8(9%) o(0%) 2(9%) 6(6%)
」ay 38(45%)20(24%)1(4%) 3(13%)16(15%)
Meg 7(8%) 4(5%) 0(0%) 0(0%) 2(2%)
Group C
Addy41(37%)24(21%)0(0%) 6(25%) 11(8%)






表5:ネゴシエーション ムーブの網羅 リス ト(Synoptic Moves)
コー ド 動 き 描写
例 (課題 :The Going to
Yellow Park Lesson よ
り)
Kl 第1発言者 情報を提供する 彼は8:30にそこに着く。




















































表6:ネゴシエーション ムーブの細部リス ト (Dynamic Moves)
コー ド 動 き 描写























































































































































? 区分規準 協応連鎖 共鳴連鎖 創発連鎖
メッセージの
解釈方法1)

































































? 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 16 17 18 19 20






? 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 16 17 18 19 20
得点数 5 5 3 7 3 6 4 7 0 7 6 4 9 2 5 7 4 9 8
C選手
試合 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 16 17 18 19 20
得′点数 0
?







































































































64 S4:向こうが 1点も入 らんとしたら。 K2
けど,(相手が)強豪校やとしたら,絶対止めるし,決めるやろ。 十K2






68 S4:この試合で20点いるから,えつとその3ピリオ ドで4点取らんと。 =K2

















































































































































































































































































































































































































































試合 原田選手 船木選手 階級 (m) 度数 原田 (回) 度数 船木 (回)
1 102 119 60～65 0 0





? 106 70～75 0 0
4
?
? 122 75～80 1 0
5 136
?
? 80～85 0 0
6 108 116 85～90 l 0
7 90～95 0 0
8 116 119 95～100 0 0
9 66 126 100～105 1 0
10 109 118 105～110 3 3
122 118 110～115 3 3
12 124 121 115～120 3
13
?
? 120～125 4 4
14 78 123 125～130 1 ， ?
15 112 133 130～135 0 1
16 127 135～140 2 0









































































03 Sl: 106′点 Al

















49 Sl, S2 : 102番目と 1 1卓ζ目。 K2f
50 S4:ということは,その2つの平均が中央値になる。 =K1










































































































































































さらに,Anna&Gloriana(2015)の先行研究から,ポジショニング セオ リー に着
目して,話し合い活動時のグループ内での子どもたちのポジションがコミュニケーショ
ンにどのような影響をもたらすのかについて考えた。ここでは,それぞれの会話を3つ
のポジション (エキスパー ト,ノー ビス,ファシリテーター)で捉えた。そして,ネゴ
シエーション ムーブのコー ドを用いることで,やりとりをさらに分析するために先行
研究の課題から考察した。
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B選手がいいと思います。平均的      がひらけてくるから, となると,
に一番高いからです。 Cの方がいいと思うし,もしおさ
えこめるんやったら,Bのが確実













ピリオ ドずつに8点ずつぐらい決  14 S4
めているから,またこの回も,こ
の1ピリオ ドも8点ぐらい取られ  15 Sl
るんだつたら,え―つと,C選手






いとつても意味ないと思うで。勝  18 S2:え,なんてなんて。
てたらいいんやろ。何点差つけろ
とかないんやから,別に。      19 Sl:一人しかはいれへんから。だから,
どうしよう。
あの, 1ピリオ ドで8点ずつ取つ
てるんやから, 4ピリオ ドで8点  20 S3:先生に聞いてみる?
取られたら,結局, 32点になる




























































































































えっと,Cの人は,あれ, 18点  65 S4
以上を4回しか取れてなくて,で,
取れる確率は低いから,Bのほ う











































































ちがうかつたらしらんで。     93 S2
いや, これはちがうとかないから
な。 94 Sl









































い ? 101 S2
え―,けど,Aもとれへんな。










Aは8～12点が多いけど,その  107 Si
分0～4点もけつこう取つてるか
ら。でも,Bは0～4点つていつ
たら, 4回しかまだ取つたことな  108 S2
いから,つて考えるとBのほう
が ・ ・ ・ 。
63
136  S3




















ない。 129  Sl






し。                    133 S4
なかなかいいぐあい (笑)。     134 S2








































(それじゃ,)いつてもらおうか。   144 S2
-緒に言う?                   145  S2
64








でも, こつちは0～4点までが  164 Sl
高い。
これも? 165 S2








































































ム を用 い て ヒ







































































階級 (秒) 階級値 (秒)
A選手 B選手
度数 (回) 度数 (回)
53.00以上～ 5350未満 53.75 0
53.50  ～5400 0
54.00  ～5450
54.50  ～55.00 2
5500  ～55.50 3
5550  ～ 56.00 7
56.00  ～ 56.50 4
56.50  ～ 57.00 2







































それじゃ,みんなでやろう。    13 Sl
計算をする】 14 S3











































10 S2:(足すのを)まちがえた,最悪。   23 S2
1l  Sl : 106.5
【ここで,もう一度,みんなで平均値を計












24 全員 :うん,なつた,なった。     36 S2:(中央値の定義をワークシー トで
見直す)資料の個数に注目してい










ろ。               42 T:まず,このデータの数は全部で何
個あつた?
なあなあ,船木選手の方が平均が
大きいよな。           43 S2:20個
あれ―。ということは平均が船木  44 T:20個やんな, 20ということは
選手のがいいんやから,原田選手      奇数か偶数かどつち?
のいいところだせんやん。なんか
複雑な気持ちやわ。        45 S2:偶数
117.55点か。→もう一度同じ作業  46 T:というこ は,中央値はどう求め
している, どうしていいのか迷つ     られるの?
ている
47 S2:資料の数が偶数のときは中央の値




















÷2=115.5となるよな。    67 S4
→間違えて中央値を捉えている
(118+118)■2=118  68 S2



































63 S2:船木選手も (同じように考えると) 76 S2:最頻値しかない。
最頻値は7やん。
77 Sl:ちょ,原田さん頑張つて !負けち
64 T:そういうこと。           やだめ !オリンピックに出るのに頑張れ。
71
78 S2:原田～,原田～,原田～。船木～,  83 S4
船木～,船木～ ♪→歌いながらホ
































途中でやめんと,言つてよ～。   る】























































































01 S9:なんで船木選手の方がいいかとい  07 Sll:原田選手つていくらやつた?
うと,平均値を出す と船木選手
のが高いからです。
02  SI。 :平均は 117.55やね。
















06 Sl。:平均はいくらやつた? 14 SI。なるほどな。 (まとめられたホワ
イ トボー ドを見て理解した)
≪グループ4≫





















10 S16:それじゃ,私が求める。原田選  る】
手は 111.5mで,船木選手は
117.55mやね。          16 T:一度,手をとめてください。今,
まとめられているところまででい
【計算するのと同時に,ホワイ トボー ドに     いので前にもつてきてください。
まとめている】
【ホワイ トボー ドにまとめた内容を前にも
1l S13:まとめるなら,もう一度,僕の意  つてきている】
見を言います。船木選手の方が
いいと思います。理由は100  17 全員 :ほかの班はそうやつてまとめて




めていくね。           18 T:どこを基準に見るかで変わってき
ます。
13 S13:飛ぶ距離が大きいのがいい。
19 全員 :なるほどな―
75
